
日程：10月10日（日）

ご案内

   9：00 受付
10：00 柴燈護摩（護摩開始）
              湯加持
              火渡り
　　　（どなたでも修行できます）
              古札撥遣 

柴燈大護摩供
さ　い  　と　う 　 だ　い  　 ご　　 　　ま　　　　く

●ご供養 経木塔婆
●お願いごと 護摩木
●一週間の特別祈祷の木札
    ・大 (５万円 )・中 (３万円 )
　・小 (１万円 )
●お守り・授与品・矢など各種　
※昨年の特別祈祷の木札・授与品・
　御幣は当日お焚き上げしますので
　ご持参ください。

 一枚 300円
 一枚 500円

・・・・・

・・・
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※火渡り修行をされる方は足ふきタオルを持参ください
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※火渡り修行をされる方は足ふきタオルを持参ください
　　

「大祈祷会」のライブ配信のご案内は、お寺のホームページよりご確認ください。
（http://higiridaishi-kougenji.com/index.html または、左記のQRコード）
また、各種行事の情報を篤信者様専用の LINE グループにて公開しています。
参加ご希望の方は、お寺までお問い合わせください。 〒721-0957 広島県福山市箕島町474-3  ☎（084）953-1775

石鎚山真言宗

柴燈大護摩供
柴燈大護摩供とは、山岳修行の際、柴（しば）を使い護摩壇を設け、所願成就を祈念する修験道の奥義です。
当山では、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、世界平和、国家安穏、五穀豊穣、皆様の諸願を祈念い
たします。護摩の火は、仏様の衆生救済の誓願によって厳修される「浄火」で、一切の罪障を焼き滅ぼす
という功徳を授かることができます。この功徳により、「悟りを求め、世の人を救おうとする心」を養い、
「ありのままの自分の心」を知り、人が人となる修行を皆様と共にいたしましょう。行者は一週間前から
潔斎をし、毎朝祈祷を行い、柴燈大護摩供を厳修いたします。
今年は、感染症対策のため、前日の「大祈祷会」をインターネットを介してライブ配信のみ、毎年行ずる当日
の「授戒」・「法話」・「お福投げ」・「お接待」などを中止し、規模を縮小したうえでの実施とさせて頂きます。
お参りに来られます方々には、次の事項にご協力頂きますようお願い申し上げます。
● マスクの着用の徹底    ● 検温    ● アルコール消毒    ● 体調のすぐれない方の参拝はご遠慮ください。
以上、よろしくお願い致します。
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柴
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摩
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当
日
ま
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越
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頂
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燈
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す
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